
令和８年７月発行

（一社）石川県生活衛生同業組合連合会
（公財）石川県生活衛生営業指導センター

金沢市平和町１-３-１石川県平和町庁舎3F
TEL076-259-6510  FAX076-259-6516

生活衛生いしかわ 第114号

このたび、石川県クリーニン
グ生活衛生同業組合の理事長を
拝 命 い た し ま し た 。 6 1 歳 と
なった今、この大役をお引き受

けすることになり、光栄という気持ち以上に、
その責任の重さを強く感じております。

現在、私たちクリーニング業界を取り巻く環
境は、決して楽観できるものではありません。
後継者不足や高齢化、原材料・エネルギー価格
の高騰、そして震災からの復興など、地域を支
えてきた事業者のご苦労は尽きず、組合員数も
減少傾向にあります。

しかし私は、私たちの仕事そのものの価値は
今も変わっていないと思っています。人が生
き、食し、身だしなみを整え、旅をし、衣類を
大切にする限り、この業界の役割がなくなるこ
とはありません。もし業界が縮小しているとす
れば、それは仕事の本質が失われたというよ
り、その価値や魅力が社会や次の世代に届き
きっていない面もあるのかもしれません。

私は長年クリーニング業に携わる中で、「次
に洋服の袖を通すときに、気持ちよく着られる
ような仕事をする」という言葉を大切にしてき
ました。目の前の汚れを落とすことではなく、
その服を次に着る人の一日や気持ちまでを思い
ながら仕上げるということです。その積み重ね
が信頼であり、この仕事の誇りだと感じていま
す。今、私たちには二つの責任があります。一
つは地域の暮らしを支え続けること、もう一つ
はこの仕事の価値と誇りを次の世代へ手渡して
いくことです。私自身61歳となり、受け取っ
てきたものを次に渡していく立場になりまし
た。組合とは、制度や仕組みではなく、同じ現
場に立つ者同士が知恵を持ち寄り、支え合いな
がら業界の時間をつないでいく場であると考え
ています。

私たちの仕事は、その場限りのものではあり
ません。お客様が次に洋服の袖を通す、その一
瞬のために積み重ねられているものです。その
積み重ねが、次の世代がこの仕事に袖を通すと
き、「続けていきたい」と思える希望につなが
るような組合でありたいと願っております。

微力ではございますが、組合員の皆様ととも
に石川県の生活衛生業界のために誠心誠意努め
てまいります。今後ともご支援、ご協力を賜り
ますようお願い申し上げます。

この度、石川県麺類食堂生活
衛生同業組合の理事長に就任い
たしました村田隆仁と申しま

す。職責の重さに身が引き締まる思いですが、
組合員の皆様の声を真摯に受け止めながら、我
が国の「麺文化」を守り、組合の発展に全力を
尽くす所存です。

さて、現在の私たち小規模事業者を取り巻く
環境は、かつてない厳しい状況下にあり、国内
では事業者の高齢化に伴う後継者不足が深刻化
しており、組合数の急激な減少につながってい
ます。さらに、緊迫する中東情勢をはじめとす
る国際情勢の不安定化は、エネルギー価格や原
材料および資材の高騰を招き、私たちの経営を
大きく圧迫しています。

しかし、こうした逆風の時代だからこそ、組
合員の力を結集し、課題の解決へと一歩前へ踏
み出さなければなりません。

そのために、以下の『３つの柱』を軸とした
組織づくりを進めたいと考えております。

第一に、「組合の魅力作り」です。加盟して
いることが誇りとなり、経営の支えとなるよう
な実利ある情報共有や支援体制を強化します。

第二に、「子どもたちへの食育活動」です。
未来を担う子どもたちに、麺類の美味しさや素
晴らしさを伝える活動を通じ、次世代の麺ファ
ンと麺文化の担い手を育てます。

第三に、「異業種組合との強力なパイプ作り」
です。単一の業界に閉じこもるのではなく、他
業種との積極的な連携や情報交換を行うことで、
新たなビジネスチャンスの創出を目指します。

困難な課題を乗り越えるために、各生衛組合
の皆さまのお知恵をお借りしながら、ともに次
世代へ希望ある組合へとつなげて行けるよう、
一意専心、努めてまいりたいと存じます。

石川県クリーニング生活衛生同業組合
理事長　植村　太治

石川県麺類食堂生活衛生同業組合
理事長　村田　隆仁

就任のご挨拶就任のご挨拶
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▪ �指導センター理事会・評議員会の
開催

　６月11日、指導センター第１回理事会を
しいのき迎賓館で開催し、令和７年度事業報
告及び収支決算のほか、任期満了に伴う新た
な役員選任等の議案が審議の上、承認され、
６月23日、同館で開催した評議員会におい
て可決承認されました。
　また、同日、引き続き開催した臨時理事会
において、理事の互選により、鍋島盛雄理事
長、行野欣也副理事長、手井博史専務理事の
留任が承認されました。

▪ �連合会理事会・総会の開催
　６月26日、連合会の第１回理事会及び総
会をしいのき迎賓館で開催し、令和７年度事

業報告及び収支決算のほか、辞任した役員の
後任の選任について審議が行われ、可決承認
されました。
＊�今年度の指導センター及び連合会の役員等は次

頁下の表をご覧ください。

▪ 組合役員・事務局職員会議の開催
　５月11日しいのき迎賓館において、各組
合の役員と事務局職員の皆さまに参集してい
ただき、今年度の指導センター及び連合会の
事業概要やスケジュール、留意事項などを説
明させていただく会議を開催しました。
　また、物価高騰や賃金引上げなど厳しい経
営状況の中、お店の生産性向上に向けて組合
本部（支部）が行う経営効率化や従業員のス
キルアップなどに関するセミナーの開催経費
に対して全額補助する制度や、LINE公式ア
カウントによるＳＮＳ活用術を自分のスマホ
で習得する研修のほか、老朽化した設備の取
り換えや配膳・清掃ロボットの導入、ＡＩ活
用などの経費に対する補助金など、経営に有
益な各種助成制度などを紹介し、幅広く組合
員の皆さまに普及啓発していただくよう要請
しました（本紙７ページに「有益情報一覧」

✿ 連合会理事長表彰 ✿

　　次の６名の方々が一般社団法人石川県生活衛生同業組合連合会の理事長表彰を受賞さ次の６名の方々が一般社団法人石川県生活衛生同業組合連合会の理事長表彰を受賞さ
れ、令和８年３月23日、しいのき迎賓館において表彰式が行われました。れ、令和８年３月23日、しいのき迎賓館において表彰式が行われました。
　受賞された皆様方の、永年にわたる生活衛生同業組合の組織強化と、生衛業界発展のた　受賞された皆様方の、永年にわたる生活衛生同業組合の組織強化と、生衛業界発展のた
めのご尽力とご功績に対しまして、敬意と感謝の意を表し、心からお祝い申し上げます。めのご尽力とご功績に対しまして、敬意と感謝の意を表し、心からお祝い申し上げます。

　� （敬称略、順不同）　� （敬称略、順不同）

鮨　　　商　清 水　正 雄（金沢市）

社 交 料 飲　今 井　明 弘（野々市市）

旅館ホテル　新 滝　英 樹（加賀市）

飲　食　業　土 田　健 治（かほく市）

　　〃　　　鍛治谷 美 子（珠洲市）

　　〃　　　川 端　慎 二（宝達志水町）

栄えあるご受賞おめでとうございます栄えあるご受賞おめでとうございます
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公益財団法人石川県生活衛生営業指導センター

役　　　　　　員 評　 議 　員

役　 職 氏　 名 所属組合(団体) 氏　 名 所属組合  

理 事 長 鍋島　盛雄 飲 食 業 山本　　進 鮨 商

副理事長 行野　欣也 理 容 東川　敏行 麺 類 食 堂

専務理事 手井　博史 指導センター 吉村　崇志 社 交 料 飲

理 事 寺西　正彰 鮨 商 土屋　兵衛 料 理 業

理 事 村田　隆仁 麺 類 食 堂 中山　秀男 飲 食 業

理 事 梅村　光男 社 交 料 飲 蔵本　和彦 氷雪販売業

理 事 浅田　久太 料 理 業 田島　徳久 理 容

理 事 蔵本　顕彦 氷雪販売業 河西　忠一 美 容 業

理 事 中谷　徹夫 美 容 業 今里　麻子 興 行

理 事 上野　　克 興 行 坂下　正典 旅館ホテル

理 事 多田　計介 旅館ホテル 勝﨑　　猛 公衆浴場業

理 事 村上　憲明 公衆浴場業 村井　　弘 クリーニング

理 事 植村　太治 クリーニング

監 事 金丸　幸義 日本政策金融公庫金沢支店   

監 事 小川　達也 美 容 業   

令和８年度 役員・評議員

一般社団法人石川県生活衛生同業組合連合会

役　　　　　　員

役　 職 氏　 名 所属組合(団体)

理 事 長 鍋島　盛雄 飲 食 業

副理事長 梅村　光男 社 交 料 飲

専務理事 手井　博史 指導センター

理 事 疋田　幸久 鮨 商

理 事 東川　敏行 麺 類 食 堂

理 事 土屋　兵衛 料 理 業

理 事 蔵本　和彦 氷雪販売業

理 事 田中　栄一 理 容

理 事 河西　忠一 美 容 業

理 事 上野　　克 興 行

理 事 永井　隆幸 旅館ホテル

理 事 田村　伊織 公衆浴場業

理 事 則島　良成 クリーニング

監 事 金丸　幸義 日本政策金融公庫金沢支店

監 事 沓　　智之 理 容

として主なものをまとめましたので、参考に
してください）。
　さらに、統計資料を用いて、価格転嫁やイ
ンバウンド需要、人手不足の現状などを提示
し、生衛業が抱える様々な問題点について認
識を共有させていただきました。
　今年度も各組合の皆さまと連携強化を図り
ながら、組合員の営業の振興と組合活動の活
性化につながる事業を実施したいと考えてい
ます。

▪ 後継者育成支援協議会の開催
　５月18日、しいのき迎賓館において、生
衛業における後継者の育成・確保に向けて行
う後継者育成支援事業の事業計画を検討する
協議会を開催しました。

　協議会には石川県、石川労働局、組合関係
者のほか、中学・高校の学校教育機関及び専
門学校の関係者に参加いただき、これまでの
取組を説明するとともに、今年度の事業計画
について協議しました。
　このうち高校生が専門学校と営業店舗で実
地体験を行うインターンシップ事業は、今年
度も飲食業と理容・美容業の二業種におい
て、石川県調理師専門学校と石川県理容美容
専門学校、組合員の店舗にご協力いただきな
がら実施することとしています。（飲食業：８/

３～５、理美容業：７/27～29）

　また、生衛業のすべての業種において、学
生の要望に合わせて受入店を紹介する「個別
店舗体験事業」や「出前講座事業」も引き続

＜今年度事業スケジュール＞

５月　景気動向調査（以後８月、11月、１月）
６月　�センター理事会・評議員会、連合会理事会・

総会
７月　�デジタル化実践研修会、営業標準約款登録申

請開始
８月　理容師美容師実技試験
９月　�理容師美容師筆記試験、衛生水準確保・向上

推進会議、消費者苦情対応連絡会、活性化塾、
クリーニング師研修会

10月　�センター理事会（第２回）、特相員研修会、消
費者懇談会、健康入浴推進事業

11月　�生活衛生同業組合活動推進月間、後継者育成
支援懇談会

１月　クリーニング従事者講習
２月　理容師美容師実技試験、クリーニング師研修会
３月　�センター理事会（第３回）、連合会理事会・総

会（第２回）、理容師美容師筆記試験

＜令和８年度インターンシップ事業の概要＞

●営業店舗における実体験事業（応募制）
　�　学校を通して希望者を募集。応募のあった学生
を対象に、専門学校での座学や実技研修の後、営
業店舗で就業体験する。［対象：高校生・大学生］

　・対象業種  飲食業、理容業、美容業
　・内　　容　①�調理師・理容美容専門学校におけ

る座学・研修（２日間）
　　　　　　　②営業店における職業体験（１日間）
　・実 施 日　飲食業　８月３日㈪～５日㈬
　　　　　　　理容業・美容業� ７月27日㈪～29日㈬
●個別店舗体験事業（随時）
　�　生衛業の業種に就業体験を希望する者に、組合
を通じて受入店を紹介する。

　［対象：高校生・大学生］
●出前講座事業（随時）
　�　学校の出前講座の開催要請に応じ、希望業種の
組合から講師となる組合員を派遣する。

　［対象：中学生・高校生・大学生］
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鮨 商 組 合

第54回中部ブロック代表者
「石川県会議」の開催

　令和８年３月４日、ホテル金沢において第
54回中部ブロック代表者「石川県会議」を
開催いたしました。当県での開催は、コロナ
や能登半島地震の影響による中止・延期など
のため10年ぶりとなりました。
　会議には、全すし連会長をはじめ中部７県
の理事長及び役員の方々の出席をいただき、
全すし連事業執行状況の報告や、中部ブロッ
ク会各委員会の報告がなされました。最後に
来年度開催の岐阜県の理事長からご挨拶があ
りました。
　14名という少ない組合員数での開催に
並々ならぬ思いで報告に臨み、中部ブロック
７県が一丸となってしっかり支えていただい
たおかげで、会議を無事終えることができま
した。
　会議の後は、「和菓子手作り体験」で寿司
職人が和菓子を作る愉しい時間を過ごし、観
光ガイド「まいどさん」による金沢城見学ツ
アーを楽しんでいただきました。早春の金沢

城は日暮れ時で少し寒かったですが、説明を
聞きながらの金沢城は、また違った風情を味
わえていただけたと思います。
　見学の後の懇親会では、金沢西芸妓による
伝統芸能の踊りの披露で始まり、途中、各県
の代表や招待者による芸妓遊びも盛り込ま
れ、大変にぎやかに懇談・情報交換が行わ
れ、金沢らしいおもてなしが出来たと思って
います。

き実施することを確認し、関係者のご協力を
要請しました。
　昨年度の「専門学校・営業店舗における実
体験事業」では、８名の高校生が参加しまし
た。アンケート結果では、すべての回答者か
ら「参加してよかった」「将来の進路を考え
るための参考となった」など評価をいただく
とともに、「生衛業を将来の進路として考え
たい」「生衛業に就職したい」など、前向き
な回答いただきました。
　会議では参加学生のこうしたナマの声を紹
介しながら、中学校や高校でのキャリア教育
の取組や人手不足を反映した現下の雇用情勢

などについてご報告いただき、後継者育成の
取り組みの重要
性と意義をあら
ためて確認する
ことができまし
た。これからも
次代を担う若者
の生活衛生業へ
の理解を深め、
就業促進につな
げる事業の推進
に努めたいと考
えています。
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　たくさんの方々に参加していただき、無事
に中部ブロック代表者「石川県会議」を終え
る事ができ、本当に感謝申し上げます。来年
は岐阜県の予定ですが、みんなでサポートし
て岐阜県会議を成功させていきたいと思い
ます。

麺類食堂組合

「いしかわ麵’sチャンネル」の
開設について

　当組合ではこの度、厚生労働省の「令和７
年度生活衛生関係営業対策事業補助金」を活
用し、 石川が誇る郷土料理「治部煮」をアレ
ンジした、うどん・蕎麦の商品や、和風のス
イーツ「蕎麦ドーナツ」を開発いたしまし
た。 そして、その調理動画をYoutubeにアッ
プすることで、加盟店が簡単に作れ、販売す
ることができることを目指しています。
　本事業の目的は二つあります。一つ目は、
加盟店はいずれも個人経営であり、大規模な
チェーン店に比べ、商品開発能力が低いこと
から、新商品を組合として開発し、今回開設
した「いしかわ麵’sチャンネル」で配信し、
組合員がいつでも、どこでもその動画を視聴
しながら試作できるようにすることで、新メ
ニューづくりのハードルを下げ、組合員全体
の販売力を強化すことにあります。
　二つ目は、組合に勧誘する店舗に対して組
合チャンネルや組合ホームページの存在をお
知らせするＤＭを送付し、組合の取り組みを
知ってもらうこ
とで新規加盟店
を増加させるこ
とを目指してい
ます。
　ただ、残念な
ことにチャンネ
ルの完成が三月
にずれ込んだせ
いで、温かな麺
を求める時期が
過ぎ、提供店が

期待より多くありませんでした。新商品を提
供するお店に無料でお配りする商品ポップも
残っています。そこで、秋口からまた新商品
の提供のお勧めを再開したいと考えていま
す。
　「いしかわ麵’sチャンネル」の今後の展開と
しては、来年、再来年度と継続して組合で新
メニューの開発及びそれに伴う組合加盟の勧
誘を行っていく予定であり、今回協力いただ
いたパティシエさんからは、「蕎麦ドーナツ」
以外にも数点、和風スイーツを提案して頂い
ていますので、組合主催のセミナーや勉強会
などの配信とあわせ、動画制作を進めていけ
ればと思っています。

旅館ホテル組合

石川県防犯協会連合会様からの
表彰

　石川県旅館ホテル生活衛生同業組合では、
昨年来より子どもや女性を狙う犯罪防止のた
め、また旅行中の観光客（インバウンド、障
害者等）のお困りごとに気軽に立ち寄れる、
いわば「駆け込み寺」的な場所を目指し、

「地域見守りの宿」を推進しています。
　この程、このような地域と連携し安心安全
の確保に寄与する活動に対して石川県防犯協
会連合会様より感謝状をいただくこととなり
ました。
　表彰式は６月17日（水）金沢東急ホテル
にて執り行われ、当組合を代表し多田計介理
事長が出席し県防犯協会連合会鶴山庄市会長
より感謝状を受け取りました。
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令和８年度　経営特別相談員（特相員）名簿

石　川　県

健康福祉部
　部　　長� 塗師亜紀子
　次　　長� 福田　年通
　次　　長� 菊地　修一
薬事衛生課
　課　　長� 原田　仁史
　課参事兼課長補佐� 北村　　都
　専 門 員� 松本康太郎
　主　　事� 杉森　美月
　主　　事� 太島　柚季
食品安全対策室
　課 参 事� 上杉真由美
南加賀保健福祉センター
　所　　長� 沼田　直子
　次　　長� 吉本　幸子
　次長兼食品保健課長� 福井　優子
　生活環境課長� 中村　能則

石川中央保健福祉センター
　所　　長� 木曽　啓介
　次　　長� 表　　好彦
　次　　長� 水嶋　浩晃
　食品保健課長� 吉田　正暢
　生活環境課長� 浅田　尚久
能登中部保健福祉センター
　所　　長� 後藤　善則
　次　　長� 土井　保潔
　次　　長� 大矢　英紀
　食品保健課長� 山本　妙子
　生活環境課長� 山田　　肇
能登北部保健福祉センター
　所　　長� 坪田　　誠
　次　　長� 松岸　　宏
　次　　長� 小向　信明
　食品保健課長� 山本　紀彦
　生活環境課長� 杉浦　文恵

金　沢　市

福祉健康局
　局　　長� 山口　和俊
健康政策課
　課　　長� 小川　隆庸
　課長補佐� 橋爪　典子

金沢市保健所

　所　　長� 越田　理恵
衛生指導課
　課　　長� 松田潤一郎
　課長補佐� 吉藤　浩之
（環境衛生係）
　係　　長� 持田　　雅
（食品衛生係）
　係　　長� 木村　陽平

日本政策金融公庫国民生活事業

《金沢支店》
　国民生活事業統轄� 金丸　幸義
　副事業統轄� 相良　和孝
　融資第一課長� 吉村　元伸
　融資第二課長� 山口　　敦
　創業支援センター所長� 今野　慈彦
　総括第二課長� 浮田　慎也
《小松支店》
　支店長兼国民生活事業統轄� 神田　崇行
　総括課長� 福山　敏一

石川県生活衛生営業指導センター

　専務理事� 手井　博史
　事務局長� 道原　正浩
　業務部長� 吉田　助成
　庶務主任� 坂口　　環

令和８年度　生活衛生関係担当職員



令和８年７月  第114号（7） 生 活 衛 生 い し か わ



この広報紙は、生衛組合員の皆さんのための機関紙であり、消費者や生衛業の皆さんへの広報紙でも
あります。なお、既刊の「生活衛生いしかわ」は指導センターホームページで見ることができます。
※誌面に関するご意見やお問い合わせなどがあればお知らせ下さい。

石川県生活衛生営業指導センター　　 ホームページ   URL  https://www.seiei.or.jp/ishikawa/
　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｅ メ ー ル   E-mail  ishikawacenter@seiei.or.jp

お知らせ


